
（ 基準の特例）  

第 4 6 条 こ の章の規定は、 消防用設備等について、 消防長が、 防火対象物の位置、 構造及び設備

の状況から 判断し て、 こ の章の規定によ る 消防用設備等の基準によ ら なく と も 、 火災の発生及び

延焼のおそれが著し く 少なく 、 かつ、 火災等の災害によ る 被害を 最小限に止める こ と ができ る と

認める と き 、 又は予想し ない特殊の消防用設備等その他の設備を 用いる こ と によ り 、 こ の章の規

定によ る 消防用設備等の基準によ る 場合と 同等以上の効力がある と 認める と き においては、適用

し ない。  

 

【 解説】  

 本条は、 第５ 章に規定する 消防用設備等の技術上の基準についての特例を 規定し たも のである 。  

 

１  第５ 章の規定は、一定の条件を 予定し て定めら れた画一的な基準である 。こ れら の基準を 個々の

防火対象物に適用し よ う と する 場合に、 と き によ っ ては、 必ずし も 適当でない場合が生じ てく る 。

そのため、次に示す特殊な事情がある と 認めら れた場合に限り 、技術上の基準について特例を 認め

る こ と ができ る も のと し ている 。  

 ⑴ 防火対象物の実態によ り 特例を 認める 場合 

   令別表第１ に掲げる 防火対象物の範囲は広く 、個人専用住宅を 除く ほと んど の防火対象物が指

定さ れている ため、同一の規制を 受ける 防火対象物群の中にも 、その危険性の大小に相当の幅が

ある こ と が想定さ れる 。 そのため、 こ の章の規定によ る 消防用設備等の基準によ ら なく ても 、 防

火対象物の位置、構造及び設備の状況から 判断し て、火災の発生及び延焼のおそれが著し く 少な

く 、かつ、火災等の災害によ る 被害を 最小限に止める こ と ができ る と 認めら れる 場合にあっ ては、

特例の対象と なる 。  

⑵ 予想し ない特殊な消防用設備等その他の設備を 用いる こ と によ り 特例を 認める 場合 

  現行法令によ っ て設置する 消防用設備等は、 その種類も 限定さ れ、 かつ、 省令等の規格に適合

する も のでなければなら ないこ と と なっ ている 。し かし 、消防用設備等は、なお、研究改良さ れ、

ま た、科学技術は日々急速な進歩を し ており 、予測し 得ない新開発の機械器具の出現も あり 得る 。 

  し たがっ て、 こ のよ う な新し く 発明さ れた機械器具や、 研究改良さ れた消防用設備等でも 、 そ

れを 設置し た場合、こ の章の規定によ る 消防用設備等の基準によ る 場合と 同等以上の効力を 有す

る と 認めら れたと き も 、 特例の対象と なる 。  

 

２  特例を 適用する か、 否かは、 消防長（ 消防署長） の判断によ る も のであり 、 防火対象物の関係者

又は消防用設備等の設計者等の判断によ る も のではない。 ま た、 特例を 適用する 前提と し ては、 あ

く ま でも 物的な代替措置又は具体的な環境条件が存在する こ と が必要であり 、単に防火対象物にお

ける 防火管理が適切に行われている と いう よ う な主観的な要素は、特例適用の要件と はなら ないも

のである 。  


